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◆
猟
館時
IIu
11

年
前
9
時
1

午
後
5
時
※
入
館は
午
後
4
時
30
分
ま
で

♦
休
館
"
11
5
月
7
H（
水）・
12
H（
月）・
19
H
り）・
26
A（
月）•
6
月
2
H（
月）•
9
H（
月）

♦
人
館
料
11

大
人
9
7
0
円（
7
5
0
円）
／
大
学
生
7
0
0
円（
5
2
0
円）
／

小
中
高
生
4
2
0
円(
31
0
円）
／
県
内
高
齢
者〈
65
歳
以
上〉
5
1
0
円(
39
0
円）

※（
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金で
す 。

◆
七
他
11

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
関
物
館
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令和7年度地域連携企画展 「明智光秀と近江」 伽3日（火)-8月3H(H)会場：第2常設展示室



令
和
7
年
度
春
季
特
別
展

安
土
城
築
城
4
5
0
年
•
発
掘
調
査
85
周
年
記
念

「
安
t
城
・

2
0
2
5

ー
伯
長
の
夢
の
あ
と
ー」

会
期
云
Tl

和
7
年
4
月
26
日（
土）
＼
6
月
15
日（
日）

会
場
公止
画
展
示
室
•
第
二
常
設
展
ホ
室
の一
部

安
土
城
は
織
田
侶
長
が
天
正
四
年
(-
五
七
六）
か
ら

し
ゅ
か
く

築
城
を
開
始
し、
天
正
七
年
頃
に
は
天
守
周
辺
の
主
郭
部

が一
旦
完
成
し
た
も
の
の、

天
正
十
年、

本
能
寺
の
変
直

後
に
明
智
光
秀
の
軍
勢
に
占
拠
さ
れ、
．
ま
も
な
く
天
主
を

は
じ
め
と
す
る
主
郭
部
が
焼
失
し
て
い
ま
す。

こ
れ
ま
で
は
侶
長
在
世
期
の
安
土
城
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
が、

侶
長
死
後
の
安
土
城
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。
し

か
し
安
土
城
は
信
長
が
横
死
し、

廃
城
と
な
っ
た
後
も
維

持
管
理
さ
れ、
ま
た
調
査
・
研
究・
整
備
を
通
し
て
後
世

ヘ
遺
さ
れ
て
き
ま
し
た。

本
展
で
は
安
士
城
を
歴
史
的
に
捉
え
る
と
い
う
原
点
に

戻
り、

廃
城
以
降
の
安
土
城
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す。
そ

し
て、

昭
和、
平
成、

令
和
と
続
く
発
掘
調
査
と
整
備
の

成
果
を
紹
介
し
ま
す。

（
佐
藤
佑
樹）

◎
重
要
文
化
財、
口
市
指
定
文
化
財

【
主
な
展
示
資
料】

は
ち
ま
ん
さ
ん
げ
ちょ
う
ち
ゅ
う
お
き
て
が
き

◎
八
幡
山
下
町
中
掟
書
（

近
江
八
幡
市
蔵）
5
／
20
S
6
/
15

て
つ
つ
ば

え
い
ら
く
せ
ん
す
え
も
ん
ぎ
ん
ぞ
う
が
ん

そ
う
け
ん
じ

◎
鉄
鐸
ー
永
楽
銭
据
紋
銀
象
眼
ー（
捜
見
寺
蔵）
実物は
5
/
20
S
6
/
15

日
本
史

第
二
巻
（
上
松
徹
氏
蔵）

に
し
ょ
う
じ
た
い
し
ゅ
だ
い
だ
い
と
ざ
ん
き
ろ
く

仁
正
寺
太
守
代
々
登
山
記
録
（

控
見
寺
蔵）

し
せ
き
あ
づ
ち
じ
ょ
う
あ
と
し
て
い
ち
な
い

に
け
ん
ひ

の
け
ん

史
蹟
安
土
城
址
指
定
地
内
二
健
碑
ノ
件

通
牒
（

捜
見
寺
蔵）
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参
加
費

五
0
0
円
（

資
料
代）

会

場

当
館
二
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定

員
―
二
0
名

｀
 
〈
春
季
特
別
展
関
連
講
座〉

『
廃
城
以
降
か
ら
考
え
る、

安
t
城
の
歴
史
と
調
査』

①
5
月
10
日（
士）

13
時
30

分
ー
15
時

「
廃
城
後
の
安
士
城」

講
師

佐
藤
佑
樹
（
当
館）

②
5
月
24
日（
土）

13
時
30

分
5
15
時

「
安
t
城

平
成
の
調
在」

講
師

岩
橋
隆
浩
氏
（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
課）

③
5
月
31
日（
土）

13
時
30

分
5
15
時

「
安
t
城

令
和
の
調
在」

講
師

松
田
篤
氏
（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
部）

昭
和
十
五
年
天
主
台
発
掘
調
査
時
出
土
資
料
（
捜
見
寺
蔵）

平
成
元
年
S
二
十
年
発
掘
調
査
時
出
土
資
料
（

滋
賀
県
蔵）

ほ
ん
ま
る
と
り
つ
け
だ
い

令
和
五·
六
年
本
丸
取
付
台
発
掘
調
査
時
出
土
資
料
（

滋
賀
県
蔵）

〈
城
郭
探
訪〉

伝二の丸東溜り出土瓦群（滋賀県蔵）

4
月
27
日（
日）

10
時
5
16
時

定
員
10
名

か
ん
の
ん
じ
じ
ょ
う
あ
と

く
わ
の
み
で
ら

「
観
音
寺
城
跡
と
桑
賓
寺」

5
月
11
日（
日）

13
時
5
16
時

「
安
土
城
跡」

参
加
費

各
二
0
0
0
円
（
入
山
料・
入
館
料・
保
険
料
含
む）

雨
天
中
止

※
事
情
に
よ
り
行
事
内
容
や
日
時
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

リ
ま
す。
最
新
の
情
報
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い。

定
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く

よ
う
づ
か

供
養
塚
古
墳
は、

古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

せ
ん

ぞ

く

営
ま
れ
た
千
僧
供
古
墳
群
（
県
指
定
史
跡）
を
構
成
す
る

古
墳
の―
つ
で、
墳
丘
の
大
半
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が、

す
そ

し
ゅ
う
ご
う

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
墳
丘
裾
と
周
濠
が
見
つ
か
り、
五
世

ほ

た
て
が
い
が
た

紀
中
頃
に
築
か
れ
た
全
長
約
五
十一―-
m
の
帆
立
貝
形
の
前

方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か、

方
形
の
造

り
出
し
で
は
多
量
の
埴
輪
が
出
士
し
て
い
ま
す。

ふ
る
い
ち

墳
丘
規
模
と
平
面
プ
ラ
ン
は、

古
市
古
墳
群
の
中
央
に

ば
ん
じ
ょ
う
や
ま

位
置
す
る
応
神
天
皇
陵
古
墳
の
西
側
に
築
か
れ
た
蕃
上
山

古
墳
と
同一
で
あ
り、

円
筒
埴
輪
の
製
作
技
法
や
馬
形
埴

も

ず

輪
に
百
舌
鳥・
古
市
古
墳
群
の
埴
輪
と
の
共
通
点
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら、

被
葬
者
は
王
権
の
中
枢
で
大
王
を
支

資
料
紹
介

供
沿
塚
古
墳
出
t
の
植
輪
（
県
指
定
文
化
財）

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
千
僧
供
町
所
在

家形埴輪 蓋形埴輪 鳥形埴輪

え
た
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す。

出
土
し
た
形
象
埴
輪
の
う
ち、

人
物
埴
輪、

馬
形
埴
輪、

家
形
埴
輪
の
三
点
は
以
前
紹
介
し
ま
し
た
が、

本
号
で
は

き
ぬ
が
さ
が
た

そ
の
際
に
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
烏
型
埴
輪、
盗
形
埴
輪、

｀

 

も
う―
つ
の
家
形
埴
輪
を
紹
介
し
ま
す。

（
藤
崎
高
志）

昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
た
博
物
館
の
改
修
工
事
が
終
了

し、
五
面
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し
た
八
角
形
の
シ
ア
タ
ー

で
は、
「
織
田
信
長
と
安
上
城
ー
宣
教
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

が
み
た
天
下
人
の
城」
と
題
す
る
映
像
を
上
映
し
ま
す。

信
長
と
親
交
が
あ
り、

安
土
城
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
宣

教
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
侶
長
が、

安
上
城
内
で
語
り
合

う
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
ま
す。
二
人

の
会
話
の
中
で、

信
長
が
な
ぜ
安
士
城
を
建
て
た
の
か、

ど
の
よ
う
な
国
づ
く
り
を
目
指
し
た
の
か、
宣
教
師
と
の

親
密
な
関
係
が
語
ら
れ
ま
す。
ま
た、

最
新
の
研
究
に
基

づ
く、

安
上
城
の
復
元
3
D
C
G
も
注
目
で
す。
五
面
ス

ク
リ
ー
ン
の
効
果
を
最
大
限
活
か
し
た
迫
力
あ
る
映
像
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す。

ま
た、
こ
の
映
像
に
つ
づ
い
て、
安
士
城
調
査
研
究
の

最
新
状
況
が
紹
介
さ
れ
ま
す。
複
数
あ
る
天
主
復
元
案
や

発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
が
五
面
ス
ク
リ
ー
ン
に
次
々
と
映

し
出
さ
れ
ま
す。

シ
ア
タ
ー
で
安
士
城
に
関

す
る
最
新
情
報
を
知
っ
て
い

た
だ
い
た
上
で、
現
地
に
行
っ

て
い
た
だ
く
と
安
士
城
に
対

す
る
理
解
が
よ
り
深
ま
る
と

忠
い
ま
す。
秋
に
は
現
地
で

使
え
る
ア
プ
リ
も
公
開
予
定

で
す
の
で、

博
物
館
と
セ
ッ

ト
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い。

（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
課）

新
し
く
な
っ
た
博
物
館

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
！
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休館8 休館8 講師： 続
連

講
座

休館
日

講師： 特別
列
陳 休館8 講師

岡
：

連
続

講
座

休館
日

講師松

農
田

・ 特別展

連日

関 休館
日

講師 特別展

連

目

関 休館
日

休館
日

城
郭

②

探訪

累
―

佐講師

藤
偏

； 特別展襄

連

目

！ 休館
日

リ
館

ユ

I の

渡遥9氏五江I 福嚢
島

氏

・

夏氏田冠江I 
ア
）レ

主才

｝ な
ン

臼臼•；.• 
号え否 号える

； g白ぇそ

催

し

：安士 安

城

土 安土
｀ 

世舟採

中

の

，

悶光秀

調
査坂
本醤

ゴ ， 戸！ 
の 城の

閏 ， 
③ ② 夏① 

〖
の の

； 〖 ＇ 塁 I ＄ 孟
の

；の の

塁 皇

主
君
信
長
を
討
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
三
日
天
下
に
終

わ
っ
た
光
秀
の
不
運
は 、
現
代
ま
で
続
い
て
い
る
よ
う

で
す 。
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
抜
擢
さ
れ 、
イ
メ
ー

ジ
が
刷
新
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
二
0
二
0
年
は 、

新

型
コ
ロ
ナ
の
大
騒
ぎ
で 、
思
っ
た
ほ
ど
成
果
が
上
が
り

ま
せ
ん
で
し
た 。

な
ん
と
か
次
の
風
が
吹
か
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
昨

しょうじゅらいこうじ

年
末 、
大
津
市
の
聖
衆
来
迎
寺
で
し
ば
ら
く
所
在
不
明

きしんじょう

で
あ
っ
た
光
秀
の
寄
進
状
が
発
見
さ
れ 、

話
題
と
な
り

ま
し
た 。
当
館
で
は 、

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
特

別
協
力
を
得
て
特
別
公
開
（一
月
七
日
＼

二
月
四
日）

を
行
い 、
千
七
十
五
人
の
皆
さ
ん
に 、
ご
覧
頂
き
ま
し
た 。

令
和
七
年
度
は 、
さ
ら
に
光
秀
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め 、

当
館
と
令
和
九
年
の
新
設
開
館
が
待

た
れ
る
琵
琶
湖
文
化
館
が
協
力
し 、

両
館
が
所
蔵
す
る

光
秀
関
係
の
資
料
を
紹
介
す
る
地
域
連
携
企
画
展
「
明

智
光
秀
と
近
江」
を 、
六
月
三
日
（
火）
か
ら
八
月
三

日
（
日）
ま
で
の
間 、

第
二
常
設
展
示
室
の一
角
で
開

催
し
ま
す 。
前
述
の
光
秀
寄
進
状
も
再
度
登
場
し
ま
す

し 、

関
連
講
座
も
開
か
れ
ま
す 。
特
別
公
開
を
見
逃
し

た
方
も
ご
覧
に
な
っ
た
方
も 、
ぜ
ひ
ご
覧
頂
き
た
く
思

い
ま
す 。

（
高
木
叙
子）

令
和
7
年
は
明
智
光
秀
の
年
n
盗）
安
±

※リニューアルオープン当初は、混雑が予想されますので、シアターを視聴される方は、事前予約がお薦めです。こちらから予約ができます。 →

※講演会・講座の会場は当館セミナールームです。
※城郭探訪は事前申込制となっておリます。詳細は、霞話でお問合せください。当館ホームページおよび講座の広報チラシでもご確認できます。
※事情により行事内容や日時・講師が変更になることがあります。最新の情報は当館ホームページでご確認下さい。 巨l
※滋賀県立安土城考古博物館は公益財団法人滋賀県文化財保護協会が指定管理をしています。
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